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小腸移植希望者 (レシピエン ト)選択基準

1.適合条件

(■ )ABO式 血液型

ABO式 血液型の一致 (identical)及び適合 (collpatible)の行機者を候補者とす

る。

(2)4本重 (サイ幻

体重差は-50%～ 200%で あることが望ましい。

(3)虚血許容時間

臓器提供者 (ドナー)の小腸を摘出してから12時間以内に血流再開することが望ま

しい。

(4)移植希望者 (レシピエン ト)について

基礎疾患が良性疾患であること。                        
｀

(5)CMV抗 体

CMV抗体陰性の移植希望者 (レシピエン ト)に対しては、CMV抗体陰性の臓器提

供者 (ドナー)カミ望ましい。

(6)前感作抗体及びHLA型
当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

2_優先順位                           ,
適合条件に合致する移植希望者 (レシピエン ト)が複数存在する場合には、優月瞑位は、

以下の順に勘案 して決定する。

(1)霧
臓器の移植に関する法律第6条の2の規定に基づき、規族に対し臓器を優先的に提供

する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先する。

ただし、HLAの適合度を必ず確認し、臓器提供者 (ドナ→ のHLA― A、 HLA
― B、 HLA一 DRのすべてにホモ接合体が存在し、移植希望者 (レシピェント)が臓

器提供者 (ドナー)のハプロタイプを共有するヘテロ接合体である場合には、移植片対

宿主病 (GVHD)の 危険性が高いため、除く。
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(2)医学的緊急度 (Status lを最優先とし、次に Status 2、 Status 3の 順に優先する。)

status l:中心静脈栄養法の維持が不可能になった状態

Status 2:血清ビリルビン値の高値持続と、肝臓障害が進行しつつある状態

Status 3:,中心静脈栄養法の維持が不可能となりつつある状態

(3)ABO式 血杷

ABO式 血液型の一致 (identical)す る者を適合 (cottatible)す る者より優先す

る。

(4)待機期間

待機期間の長い者を優先する。

3.その他

基準全般については、今後の移植麟 の定着及び移植実績の評価等を踏まえ、適宜見直

すこととする。                           |
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